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副
詞
「
多
分
」
の
史
的
変
遷
を
め
ぐ
っ
て 
 
李 
知
殷 
  
一
、
は
じ
め
に 
 
 
本
稿
で
は
、
副
詞
「
多
分
」
を
取
り
あ
げ
、
中
世
期
か
ら
近
代
期
に
至
る
ま
で
の
変
遷
過
程
を
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 
現
代
日
本
語
に
お
け
る
「
多
分
」
は
、
話
し
手
の
推
量
を
表
し
、
可
能
性
が
か
な
り
高
い
こ
と
を
表
す
副
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る(
日
本
語
文
型
辞
典
、1
99
9:
20
2)
。
実
際
の
新
聞
記
事
か
ら
も
、
主
に
話
し
手
の
推
量
を
表
す
内
容
の
用
例
１
が
多
く
み
ら
れ
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
１
「
朝
日
新
聞
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
用
い
て
、2
0
11
年1
月1
日
か
ら2
0
11
年3
月3
1
日
ま
で
の3
ヶ
月
分
の
記
事
か
ら
「
多
分
」
「
た
ぶ
ん
」
 
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、9
7
件
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
、8
2
件
が
副
詞
と
し
て
用
い
、
残
り
の1
3
件
は
名
詞
・
形
容
動
詞
、
ま
た
は
慣
用
句
で
あ
る
。 
 (
一)
Ａ.
当
時
の
思
い
出
は
な
ぜ
か
冬
の
日
が
多
い
。
考
え
て
み
る
と
、
こ
た
つ
だ
。
孫
息
子
は
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
か
ら
離
れ
る
生
活
で
、
多
分
不
満
だ
っ
た
だ
ろ
う
。 
 
  
 
 
 
 
 
 
「
朝
日
新
聞
」2
01
1.
01
.1
9 
Ｂ.
自
分
の
前
に
逃
げ
た
人
た
ち
は
、
た
ぶ
ん
の
み
込
ま
れ
た
だ
ろ
う
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
朝
日
新
聞
」2
01
1.
03
.
14 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次
の
用
例
を
み
る
と
、「
か
な
り
の
程
度
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
、
形
容
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
＊
名
古
屋
の
よ
う
に
マ
グ
マ
が
噴
き
出
て
く
る
可
能
性
は
多
分
に
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  
 
  
 
「
朝
日
新
聞
」2
01
1
年0
2
月2
2
日 
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(
一)
の
い
ず
れ
の
用
例
も
、
話
し
手
が
過
去
の
こ
と
を
回
想
し
な
が
ら
、
当
時
の
状
況
に
基
づ
い
て
事
柄
を
推
測
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
い
ず
れ
も
推
量
の
意
を
表
す
文
末
表
現
「
だ
ろ
う
」
と
呼
応
す
る
こ
と
で
、
あ
る
物
事
に
対
す
る
話
し
手
の
推
測
の
意
が
よ
り
強
く
な
る
。 
(
一)
Ａ
で
は
孫
息
子
は
ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
か
ら
離
れ
る
生
活
で
は
不
満
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、(
一)
Ｂ
で
は
実
際
に
逃
げ
た
人
た
ち
が
ど
う
な
っ
た
か
分
か
ら
な
い
が
、
話
し
手
は
（
津
波
に
）
の
み
込
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。 
一
方
、「
多
分
」
を
史
的
に
見
て
み
る
と
、
副
詞
の
用
法
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
な
、
用
法
も
み
ら
れ
る
。 
 
(
二)
 
今
生
れ
来
る
天
神
は
果
報
下
劣
の
衆
生
多
分
は
生
来
す 
 
 
 
『
日
蓮
遺
文
・
諫
暁
八
幡
抄(
1
2
80
頃)
』 
 
(
二)
の
「
多
分
」
は
、
衆
生
の
大
多
数
の
意
味
を
表
し
、
名
詞
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。 
こ
の
よ
う
に
、「
多
分
」
は
時
代
に
つ
れ
て
他
の
用
法
か
ら
副
詞
へ
変
化
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
関
連
し
て
『
日
本
国
語
大
辞
典 
第
2
版(
以
下
、『
日
国
』
と
称
す
る)
』(
2
0
00
)
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 
 
一(
名) 
①
（
形
動
）
数
の
多
い
こ
と
。
量
の
多
い
こ
と
。
か
な
り
の
程
度
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
も
の
や
さ
ま
。
多
数
。 
②
あ
る
集
団
の
中
の
多
く
の
部
分
。
大
多
数
。
ま
た
、
あ
る
物
事
の
中
の
大
部
分
。 
二(
副) 
①
そ
の
可
能
性
が
強
い
こ
と
を
判
断
し
て
い
う
。
お
お
か
た
。
多
く
は
。
十
中
八
九
。
大
抵
。 
②
不
確
か
な
事
柄
に
つ
い
て
、
こ
う
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
場
合
に
い
う
。
お
そ
ら
く
。 
 
『
日
国
』(2
00
0)
に
よ
る
と
、「
多
分
」
の
初
出
は
平
安
時
代
の
『
小
右
記
』
(
9
82
-1
03
2)
で
、
そ
の
用
例
と
し
て
「
上
達
部
多
分
得
件
題
云
々
」
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
あ
る
集
団
の
な
か
の
大
多
数
の
こ
と
を
表
す(
一
②)
。
そ
し
て
、
現
代
日
本
語
の
よ
う
な
副
詞
用
法
が
み
ら
れ
る
の
は
近
世
初
期
ま
で
の
『
虎
明
本
狂
言
・
柿
山
伏
』
か
ら
で
あ
る
。「
人
な
ら
ば
に
く
ひ
事
じ
ゃ
が
、
多
分
か
ら
す
か
と
思
ふ
」
と
い
う
用
例
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
不
明
な
も
の
を
推
測
し
、
推
量
を
表
す
文
末
表
現
「
と
思
う
」
と
呼
応
し
て
い
る(
二
②)
。 
以
上
、
本
稿
で
は
時
代
と
と
も
に
「
多
分
」
の
意
味
用
法
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と 
(
『
日
国
』
一
→
二)
、
そ
し
て
、
二
②
の
意
味
か
ら
陳
述
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
、こ
の
二
点
に
注
目
し
、「
多
分
」の
変
遷
過
程
を
み
て
い
き
た
い
。 
研
究
方
法
は
、
各
時
代
別
に
お
け
る
資
料
か
ら
用
例
を
抽
出
す
る
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、『
日
国
』（2
0
0
0
）
の
意
味
記
述
に
基
づ
き
、
形
態
上
か
ら
分
類
し
た
う
え
、
文
脈
上
の
意
味
に
よ
っ
て
再
分
類
す
る
。
研
究
資
料
の
場
合
は
、
基
本
的
に
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
な
お
、「
日
本
古
典
文
学
大
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
も
利
用
す
る
）
を
対
象
と
し
、
近
代
資
料
に
お
い
て
は
「C
D
-
R
OM
版 
太
陽
コ
ー
パ
ス 
雑
誌
『
太
陽
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」(
2
0
0
4
)
を
用
い
る
。 
 二
、
先
行
研
究 
 
副
詞
と
関
連
し
て
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
陳
述
副
詞
を
対
象
と
し
た
研
究
に
は
小
林
（1
9
8
0
）
や
小
池
（1
9
97
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
推
量
表
現
と
呼
応
す
る
副
詞
を
対
象
と
し
て
い
る
。 
小
林
（1
9
8
0
）
で
は
、
推
量
の
表
現
と
関
わ
り
の
あ
る
副
詞
「
大
方
、
お
そ
ら
く
、
き
っ
と
、
さ
ぞ
、
多
分
」
を
対
象
に
、
副
詞
と
述
語
部
分
と
の
標
準
的
な
呼
応
関
係
を
調
べ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
多
分
」
は
あ
る
事
柄
に
対
す
る
話
者
の
単
純
判
断
を
表
す
特
徴
を
も
ち
、
主
観
的
な
推
量
文
及
び
断
定
文
と
共
起
し
や
す
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
多
分
」
と
述
語
成
分
と
の
呼
応
関
係
に
つ
い
て
は
無
秩
序
で
無
制
限
な
も
の
で
は
な
く
、
一
定
し
て
決
定
さ
れ
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。 
小
池
（1
9
9
7
）
で
は
、
推
量
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
共
起
す
る
と
さ
れ
る
副
詞
の
共
起
関
係
の
変
化
を
み
る
た
め
、
明
治
期
か
ら
昭
和
期
の
小
説
に
現
れ
た
副
詞
「
た
ぶ
ん
」
の
用
例
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
多
分
」
の
共
起
成
分
は
「
推
量
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
」
の
各
形
式
と
幅
広
く
共
起
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
だ
ろ
う
」
と
い
う
特
定
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
共
起
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。「
多
分
」
が
モ
ダ
リ
テ
ィ
表
現
と
共
起
す
る
こ
と
で
、
副
詞
固
有
の
意
味
が
よ
り
明
確
に
な
る
と
記
述
し
て
い
る
。 
従
来
の
研
究
は
、
主
に
現
代
語
を
中
心
と
し
て
、
副
詞
と
述
語
と
の
呼
応
関
係
に
関
す
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、「
多
分
」
に
関
す
る
史
的
研
究
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
多
分
」
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
変
化
と
い
え
る
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
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明
な
も
の
を
推
測
し
、
推
量
を
表
す
文
末
表
現
「
と
思
う
」
と
呼
応
し
て
い
る(
二
②)
。 
以
上
、
本
稿
で
は
時
代
と
と
も
に
「
多
分
」
の
意
味
用
法
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と 
(
『
日
国
』
一
→
二)
、
そ
し
て
、
二
②
の
意
味
か
ら
陳
述
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
、こ
の
二
点
に
注
目
し
、「
多
分
」の
変
遷
過
程
を
み
て
い
き
た
い
。 
研
究
方
法
は
、
各
時
代
別
に
お
け
る
資
料
か
ら
用
例
を
抽
出
す
る
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、『
日
国
』（2
0
0
0
）
の
意
味
記
述
に
基
づ
き
、
形
態
上
か
ら
分
類
し
た
う
え
、
文
脈
上
の
意
味
に
よ
っ
て
再
分
類
す
る
。
研
究
資
料
の
場
合
は
、
基
本
的
に
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
な
お
、「
日
本
古
典
文
学
大
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
も
利
用
す
る
）
を
対
象
と
し
、
近
代
資
料
に
お
い
て
は
「C
D
-
R
OM
版 
太
陽
コ
ー
パ
ス 
雑
誌
『
太
陽
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」(
2
0
0
4
)
を
用
い
る
。 
 二
、
先
行
研
究 
 
副
詞
と
関
連
し
て
様
々
な
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
陳
述
副
詞
を
対
象
と
し
た
研
究
に
は
小
林
（1
9
8
0
）
や
小
池
（1
9
97
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
推
量
表
現
と
呼
応
す
る
副
詞
を
対
象
と
し
て
い
る
。 
小
林
（1
9
8
0
）
で
は
、
推
量
の
表
現
と
関
わ
り
の
あ
る
副
詞
「
大
方
、
お
そ
ら
く
、
き
っ
と
、
さ
ぞ
、
多
分
」
を
対
象
に
、
副
詞
と
述
語
部
分
と
の
標
準
的
な
呼
応
関
係
を
調
べ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
多
分
」
は
あ
る
事
柄
に
対
す
る
話
者
の
単
純
判
断
を
表
す
特
徴
を
も
ち
、
主
観
的
な
推
量
文
及
び
断
定
文
と
共
起
し
や
す
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
多
分
」
と
述
語
成
分
と
の
呼
応
関
係
に
つ
い
て
は
無
秩
序
で
無
制
限
な
も
の
で
は
な
く
、
一
定
し
て
決
定
さ
れ
る
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。 
小
池
（1
9
9
7
）
で
は
、
推
量
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
共
起
す
る
と
さ
れ
る
副
詞
の
共
起
関
係
の
変
化
を
み
る
た
め
、
明
治
期
か
ら
昭
和
期
の
小
説
に
現
れ
た
副
詞
「
た
ぶ
ん
」
の
用
例
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、「
多
分
」
の
共
起
成
分
は
「
推
量
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
」
の
各
形
式
と
幅
広
く
共
起
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
だ
ろ
う
」
と
い
う
特
定
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
共
起
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。「
多
分
」
が
モ
ダ
リ
テ
ィ
表
現
と
共
起
す
る
こ
と
で
、
副
詞
固
有
の
意
味
が
よ
り
明
確
に
な
る
と
記
述
し
て
い
る
。 
従
来
の
研
究
は
、
主
に
現
代
語
を
中
心
と
し
て
、
副
詞
と
述
語
と
の
呼
応
関
係
に
関
す
る
研
究
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、「
多
分
」
に
関
す
る
史
的
研
究
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
多
分
」
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
た
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
変
化
と
い
え
る
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
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「
多
分
」
の
歴
史
的
な
変
化
を
考
察
す
る
。 
 
三
、「
多
分
」
の
歴
史
的
変
遷
過
程 
 
三
‐
一
中
世
の
資
料
に
お
け
る
「
多
分
」 
 
今
回
の
調
査
の
中
世
資
料
か
ら
現
れ
た
用
例
の
出
現
様
相
を
次
の<
表
１>
に
示
し
た
。 
           
 
               
 
  
前
節
で
、「
多
分
」
が
『
小
右
記
』(
9
8
2-
10
32
)
か
ら
「
あ
る
集
団
の
中
の
表1 集団(物事)の中の大部分 かなりの程度 副詞 
毎月抄 2 0 0 
沙石集 0 0 1 
正法眼蔵随聞記 6 0 0 
妻鏡 1 0 0 
開目抄 0 1 0 
消息文抄 0 1 0 
太平記 1 0 0 
能樂論集・三道 0 0 1 
多
く
の
部
分
」
の
意
味
と
し
て
初
出
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
今
回
の
調
査
の
結
果
を<
表
１>
２
に
示
す
。
そ
の
結
果
、『
毎
月
抄
』（1
2
1
9
頃
）
か
ら
意
味
上
に
お
い
て
あ
る
範
囲
の
な
か
で
占
め
る
部
分
が
多
い
こ
と
を
表
す
も
の
が
見
ら
れ
る
。
次
の
例(
三)
は
百
首
の
な
か
で
万
葉
風
の
う
た
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
表
す
。 
 
(
三)
又
お
そ
ろ
し
げ
な
る
た
ぐ
ひ
を
申
し
侍
る
べ
し
。
よ
ろ
し
く
そ
れ
は
今 
定
め
申
す
に
を
よ
ば
ず
、
こ
の
下
に
て
御
了
見
候
へ
。
こ
の
御
百
首
に 
多
分
古
風
の
み
え
侍
る
か
ら
、
か
樣
に
申
せ
ば
、
又
御
退
屈
や
候
は
ん 
ず
ら
め
な
れ
ど
も
、
し
ば
し
は
か
ま
へ
て
あ
そ
ば
す
ま
じ
き
に
て
候
。
 
 
 
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
歌
論
集
・
毎
月
抄
』 
 
ま
た
、
鎌
倉
時
代
の
仏
書
で
あ
る
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』(
1
2
8
8
頃)
に
も
同
じ
意
味
用
法
が
多
く
み
ら
れ
る
。 
次
の(
四)
は
世
の
中
の
人
や
世
を
捨
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
２
〈
表
１
〉
に
示
し
た
も
の
の
ほ
か
、
『
梅
尾
明
上
人
遺
訓
』
か
ら
「
ひ
た
す
ら
」
と
い
う
意
味
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
が
み
ら
れ
る
。 
＊
當
初
本
寺
に
有
し
時
、
大
衆
群
り
て
、
勤
め
せ
し
體
を
つ
く
と
見
て
、 
不
覺
の
涙
を
拭
ふ
事
の
み
あ
り
き
。
十
二
時
中
、
多
分
（
ひ
た
す
ら
） 
徒
ら
に
紛
れ
過
し
て
、
適
佛
前
に
望
て
、
片
時
の
勤
め
す
る
程
だ
に 
も
、
眞
信
に
も
な
し
。 
た
人
の
大
多
数
の
こ
と
を
表
す
。(
五)
は
世
の
中
で
、
仏
道
を
学
ぶ
人
の
大
多
数
、(
六)
は
国
の
人
々
の
大
多
数
、(
七)
は
世
間
の
人
の
大
多
数
の
こ
と
を
表
す
。
こ
こ
ま
で
の
全
て
の
用
例
は
、
単
に
多
い
部
分
を
表
す
の
で
は
な
く
、
あ
る
集
団
の
範
囲
の
な
か
で
の
多
い
部
分
を
表
す
。 
 
(
四)
夜
話
云
、
今
、
世
出
世
間
ノ
人
、
多
分
ハ
、
善
事
ヲ
ナ
シ
テ
ハ
カ
マ
ヘ
テ
人
ニ
識
レ
ン
ト
思
ヒ
、
惡
事
ヲ
ナ
シ
テ
ハ
人
ニ
不
被
知
思
フ
。
依
此
内
外
不
相
應
ノ
事
出
來
ル
。 
 
 
 
 
 
 
 
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』 
(
五)
俗
猶
「
服
、
法
ニ
應
ジ
、
言
、
道
ニ
隨
ベ
シ
。」
ト
云
ヘ
リ
。
一
切
私
ヲ
用
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
示
云
、
當
世
學
道
ス
ル
人
、
多
分
法
ヲ
聞
時
、
先
好
ク
領
解
ス
ル
由
ヲ
知
ラ
レ
ン
ト
思
テ
、
答
ノ
言
バ
ノ
好
ラ
ン
樣
ヲ
思
フ
ホ
ド
ニ
、
聞
ク
コ
ト
ハ
耳
ヲ
過
ス
也
。 
 
 
 
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』 
(
六)
夜
話
云
、
今
此
國
ノ
人
ハ
、
多
分
或
ハ
行
儀
ニ
ツ
ケ
、
或
ハ
言
語
ニ
ツ
ケ
、
善
惡
是
非
、
世
人
ノ
見
聞
識
知
ヲ
思
フ
テ
、
其
ノ
事
ヲ
ナ
サ
バ
人
ア
シ
ク
思
ヒ
テ
ン
、
其
ノ
コ
ト
ハ
人
ヨ
シ
ト
思
ヒ
テ
ン
、
内
至
向
後
マ
デ
モ
執
ス
ル
也
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』 
(
七)
又
云
、
世
間
ノ
人
、
多
分
云
、「
學
道
ノ
志
ア
レ
ド
モ
、
世
ノ
ス
エ
也
、
人
ク
ダ
レ
リ
、
我
根
劣
也
。 
 
 
 
 
 
 
 
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』 
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多
く
の
部
分
」
の
意
味
と
し
て
初
出
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
今
回
の
調
査
の
結
果
を<
表
１>
２
に
示
す
。
そ
の
結
果
、『
毎
月
抄
』（1
2
1
9
頃
）
か
ら
意
味
上
に
お
い
て
あ
る
範
囲
の
な
か
で
占
め
る
部
分
が
多
い
こ
と
を
表
す
も
の
が
見
ら
れ
る
。
次
の
例(
三)
は
百
首
の
な
か
で
万
葉
風
の
う
た
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
表
す
。 
 
(
三)
又
お
そ
ろ
し
げ
な
る
た
ぐ
ひ
を
申
し
侍
る
べ
し
。
よ
ろ
し
く
そ
れ
は
今 
定
め
申
す
に
を
よ
ば
ず
、
こ
の
下
に
て
御
了
見
候
へ
。
こ
の
御
百
首
に 
多
分
古
風
の
み
え
侍
る
か
ら
、
か
樣
に
申
せ
ば
、
又
御
退
屈
や
候
は
ん 
ず
ら
め
な
れ
ど
も
、
し
ば
し
は
か
ま
へ
て
あ
そ
ば
す
ま
じ
き
に
て
候
。
 
 
 
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
歌
論
集
・
毎
月
抄
』 
 
ま
た
、
鎌
倉
時
代
の
仏
書
で
あ
る
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』(
1
2
8
8
頃)
に
も
同
じ
意
味
用
法
が
多
く
み
ら
れ
る
。 
次
の(
四)
は
世
の
中
の
人
や
世
を
捨
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
２
〈
表
１
〉
に
示
し
た
も
の
の
ほ
か
、
『
梅
尾
明
上
人
遺
訓
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か
ら
「
ひ
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す
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」
と
い
う
意
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し
て
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わ
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も
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れ
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、
大
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を
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と
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不
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、
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過
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、
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、
片
時
の
勤
め
す
る
程
だ
に 
も
、
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を
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で
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仏
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の
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多
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は
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の
人
々
の
大
多
数
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七)
は
世
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の
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の
大
多
数
の
こ
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を
表
す
。
こ
こ
ま
で
の
全
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の
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は
、
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に
多
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を
表
す
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で
は
な
く
、
あ
る
集
団
の
範
囲
の
な
か
で
の
多
い
部
分
を
表
す
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(
四)
夜
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云
、
今
、
世
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ノ
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、
多
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ハ
、
善
事
ヲ
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テ
ハ
カ
マ
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テ
人
ニ
識
レ
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思
ヒ
、
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事
ヲ
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。
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應
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應
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、
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云
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一
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云
、
當
世
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多
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、
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、
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過
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也
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『
正
法
眼
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随
聞
記
』 
(
六)
夜
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云
、
今
此
國
ノ
人
ハ
、
多
分
或
ハ
行
儀
ニ
ツ
ケ
、
或
ハ
言
語
ニ
ツ
ケ
、
善
惡
是
非
、
世
人
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見
聞
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知
ヲ
思
フ
テ
、
其
ノ
事
ヲ
ナ
サ
バ
人
ア
シ
ク
思
ヒ
テ
ン
、
其
ノ
コ
ト
ハ
人
ヨ
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ト
思
ヒ
テ
ン
、
内
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向
後
マ
デ
モ
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ル
也
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又
云
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世
間
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分
云
、「
學
道
ノ
志
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世
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ス
エ
也
、
人
ク
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そ
し
て
、(
八)
(
九)
の
よ
う
に
か
な
り
の
程
度
の
意
を
表
す
も
の
も
見
ら
れ
る
。(
八)
は
「
ぬ
す
み
と
っ
て
、
無
理
に
多
分
に
作
為
し
、
正
法
の
色
も
よ
く
、
香
り
も
よ
く
、
味
わ
い
も
よ
い
も
の
を
な
く
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」
と
解
釈
で
き
る
。 
ま
た
、(
九)
は
か
な
り
の
程
度
の
罪
が
減
っ
て
、
少
し
残
っ
て
い
る
と
い
う
意
を
表
す
。
い
ず
れ
の
例
の
「
多
分
」
は
動
詞
に
係
っ
て
、
形
容
動
詞
的
な
用
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 
 
(
八)
是
の
時
に
、
當
に
諸
の
惡
比
丘
有
つ
て
、
是
の
經
を
抄
略
め
、
分
つ
て
多
分
と
作
し
、
能
く
正
法
の
色
香
美
味
を
滅
す
べ
し
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
日
蓮
集
・
開
目
抄
』 
(
九)
罪
多
分
滅
し
て
少
分
有
し
が
、
父
母
千
人
殺
た
る
程
の
大
苦
を
う
く
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
日
蓮
集
・
消
息
文
抄
』 
  
鎌
倉
時
代
中
期
の
『
沙
石
集
』(
1
2
7
9
‐1
2
83
頃)
に
副
詞
の
よ
う
な
用
法
が
見
出
さ
れ
る
。「
愚
か
者
は
大
抵
正
直
で
あ
る
」と
い
う
ふ
う
に
解
釈
で
き
、
そ
の
可
能
性
が
強
い
こ
と
を
表
す
。
こ
の
よ
う
な
用
法
は
室
町
時
代
の
『
能
樂
論
集
・
三
道
』(1
42
3
年
頃)
に
も
現
れ
る
。(
十
一)
の
場
合
、「
こ
の
種
の
能
は
、
大
半
が
前
場(
ま
え
ば)
・
後
場(
の
ち
ば)
の
二
場
に
分
れ
た
構
成
で
あ
る
。」(
『
新
編 
日
本
古
典
文
学
全
集
』，p
.
3
64
)
と
解
釈
し
て
い
る
。 
特
に
、『
沙
石
集
』
の
用
例
は
『
日
国
』(
二
①)
か
ら
可
能
性
の
強
い
こ
と
を
判
断
す
る
意
味
と
し
て
あ
げ
て
い
る
も
の(
『
能
樂
論
集
・
三
道
』)
よ
り
早
い
の
で
あ
る
。 
 (
十)
世
間
ノ
嗚
呼
ガ
マ
シ
キ
事
故
ニ
、
人
ニ
カ
ロ
シ
メ
ラ
ル
ヽ
事
ハ
、
罪
障
ノ
ノ
コ
ル
因
縁
也
。
又
オ
コ
ノ
物
ハ
多
分
正
直
也
。 
 
『
沙
石
集
』 
(
十
一)
か
や
う
の
能
、
多
分
、
二
切
れ
の
能
な
り
。 
 
『
能
樂
論
集
・
三
道
』 
 
以
上
、
中
世
の
資
料
に
お
け
る
「
多
分
」
は
、
意
味
上
に
「
あ
る
集
団
、
物
事
の
な
か
の
多
い
部
分
」
の
意
を
表
す
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
一
方
、
動
詞
に
係
っ
て
程
度
の
意
を
表
す
形
容
動
詞
の
よ
う
な
用
法
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
可
能
性
の
強
い
判
断
を
表
す
も
の
が
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
現
れ
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。 
 三
‐
二 
近
世
資
料
に
み
ら
れ
る
「
多
分
」
―
陳
述
性
の
発
生 
  
中
世
の
資
料
と
同
じ
く
、『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
を
用
い
て
近
世
に
現
れ 
た
「
多
分
」
の
用
例
を
抽
出
し
た
。
そ
の
結
果
を<
表
２>
に
示
す
。 
 
右
の
〈
表
２
〉
を
み
る
と
、
近
世
に
入
っ
て
は
「
多
分
」
に
助
詞
が
付
く
形
も
依
然
と
し
て
み
ら
れ
る
な
か
、
助
詞
「
の
」
が
付
く
連
体
修
飾
用
法
が
み
ら
れ
る(
「
多
分
＋
の
＋
名
詞
の
形)
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
集
団
の
な
か
の
多
い
部
分
の
意
で
な
く
、
量
の
多
い
こ
と
を
表
す
。(
十
二)
は
「
多
分
の
」
の
形
で
あ
り
、
多
量
の
金
の
こ
と
を
表
す
。 
 
(
十
二)
家
内
ノ
者
ニ
神
ノ
如
ク
思
ハ
レ
ナ
バ
、
主
人
ノ
法
ト
成
ベ
キ
ニ
、
汝 
ゴ
ト
キ
者
ハ
、
必
ズ
内
ニ
テ
ハ
吝
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
兩
親
ハ
是
ヲ
見
テ
、
ア
ノ
細
サ
ニ
テ
ハ
多
分
ノ
金
ハ
遣
フ
マ
ジ
ト
思
ヒ
居
テ
、
津
波
ニ
値
タ
ル
如
ク
、
家
屋
鋪
一
度
ニ
取
ル
ヽ
時
ノ
イ
タ
マ
シ
サ
ヨ
。 
『
都
鄙
問
答
』 
 
次
の(
十
三)
(
十
四)
の
よ
う
に
、
程
度
の
高
い
こ
と
を
表
す
も
の
も
前
代
に
引
き
続
き
み
ら
れ
る
。
特
に
、
助
詞
「
に
」
が
付
い
た
「
多
分
に
」
の
形
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
背
く
」「
い
ら
な
い
」
と
い
う
動
詞
に
係
る
も
の
で
、
程
度
の
高
さ
を
表
す
。 
 (
十
三)
心
ヲ
合
テ
敵
ヲ
伐
ハ
士
ノ
道
ナ
リ
。
然
ル
ニ
皆
々
不
同
心
ナ
ラ
バ
、
「
大
勢
ニ
ハ
背
カ
レ
ズ
」
ト
云
テ
、
主
君
ノ
敵 
ヲ
見
遁
ニ
シ
、
武
士
 
ノ
道
ヲ
舍
ン
ヤ
。
多
分
ニ
背
ト
云
ト
モ
、
敵
ヲ
打
ハ
士
ノ
道
ナ
リ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
都
鄙
問
答
』 
(
十
四)
こ
れ
ゆ
へ
湯
を
わ
か
す
に
、
た
き
ゞ
多
分
に
い
ら
ず
、
り
か
た
だ
い
い
ち
の
す
い
ふ
ろ
な
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』 
表2 多分＋ノ 多分＋ニ 副詞 
昨日は今日の物語 0 0 1 
一休諸国物語 0 0 3 
軽口大わらひ 0 0 1 
鹿の巻筆 0 0 2 
歳旦話 0 0 1 
山崎與次兵衛壽の門松 0 0 1 
都鄙問答 1 1 0 
東海道中膝栗毛 0 1 0 
春色辰巳園 0 0 1 
梅屋集 0 0 1 
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右
の
〈
表
２
〉
を
み
る
と
、
近
世
に
入
っ
て
は
「
多
分
」
に
助
詞
が
付
く
形
も
依
然
と
し
て
み
ら
れ
る
な
か
、
助
詞
「
の
」
が
付
く
連
体
修
飾
用
法
が
み
ら
れ
る(
「
多
分
＋
の
＋
名
詞
の
形)
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
集
団
の
な
か
の
多
い
部
分
の
意
で
な
く
、
量
の
多
い
こ
と
を
表
す
。(
十
二)
は
「
多
分
の
」
の
形
で
あ
り
、
多
量
の
金
の
こ
と
を
表
す
。 
 
(
十
二)
家
内
ノ
者
ニ
神
ノ
如
ク
思
ハ
レ
ナ
バ
、
主
人
ノ
法
ト
成
ベ
キ
ニ
、
汝 
ゴ
ト
キ
者
ハ
、
必
ズ
内
ニ
テ
ハ
吝
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
兩
親
ハ
是
ヲ
見
テ
、
ア
ノ
細
サ
ニ
テ
ハ
多
分
ノ
金
ハ
遣
フ
マ
ジ
ト
思
ヒ
居
テ
、
津
波
ニ
値
タ
ル
如
ク
、
家
屋
鋪
一
度
ニ
取
ル
ヽ
時
ノ
イ
タ
マ
シ
サ
ヨ
。 
『
都
鄙
問
答
』 
 
次
の(
十
三)
(
十
四)
の
よ
う
に
、
程
度
の
高
い
こ
と
を
表
す
も
の
も
前
代
に
引
き
続
き
み
ら
れ
る
。
特
に
、
助
詞
「
に
」
が
付
い
た
「
多
分
に
」
の
形
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
背
く
」「
い
ら
な
い
」
と
い
う
動
詞
に
係
る
も
の
で
、
程
度
の
高
さ
を
表
す
。 
 (
十
三)
心
ヲ
合
テ
敵
ヲ
伐
ハ
士
ノ
道
ナ
リ
。
然
ル
ニ
皆
々
不
同
心
ナ
ラ
バ
、
「
大
勢
ニ
ハ
背
カ
レ
ズ
」
ト
云
テ
、
主
君
ノ
敵 
ヲ
見
遁
ニ
シ
、
武
士
 
ノ
道
ヲ
舍
ン
ヤ
。
多
分
ニ
背
ト
云
ト
モ
、
敵
ヲ
打
ハ
士
ノ
道
ナ
リ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
都
鄙
問
答
』 
(
十
四)
こ
れ
ゆ
へ
湯
を
わ
か
す
に
、
た
き
ゞ
多
分
に
い
ら
ず
、
り
か
た
だ
い
い
ち
の
す
い
ふ
ろ
な
り
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』 
表2 多分＋ノ 多分＋ニ 副詞 
昨日は今日の物語 0 0 1 
一休諸国物語 0 0 3 
軽口大わらひ 0 0 1 
鹿の巻筆 0 0 2 
歳旦話 0 0 1 
山崎與次兵衛壽の門松 0 0 1 
都鄙問答 1 1 0 
東海道中膝栗毛 0 1 0 
春色辰巳園 0 0 1 
梅屋集 0 0 1 
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ま
た
、
副
詞
用
法
の
場
合
も
、(
十
五)
-
(
十
七)
の
よ
う
に
、
ま
だ
文
末
表
現
と
呼
応
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
も
可
能
性
の
強
い
こ
と
を
判
断
す
る
も
の
が
引
き
続
き
み
ら
れ
る
。 
 (
十
五)
し
か
る
に
淺
草
眞
福
寺
と
い
ゝ
し
會
下
寺
ゑ
げ
で
ら
の
あ
り
し
が
、 
か
の
所
へ
ゆ
き
て
、
山
門
よ
り
、「
ご
ざ
つ
た
」
と
ば
か
り
い
ひ
て
、 
「
な
に
が
ま
た
ご
ざ
つ
た
」
と
い
ふ
事
を
忘
れ
て
い
た
り
け
れ
ば
、
内
よ
り
小
僧
出
て
申
け
る
は
、「
是
は
た
ぶ
ん
、
に
せ
大
黒
舞
と
見
へ
て
、「
な
に
が
ま
た
」
を
忘
れ
た
そ
ふ
な
」
と
思
ひ
、
み
な
あ
き
れ
は
て
、
ど
つ
と
い
ゝ
て
笑
ひ
け
る
。 
 
 
 
 
 
 
 
『
鹿
の
巻
筆
』 
(
十
六)
さ
る
医
師
に
尋
ね
候
へ
ば
、
此
わ
づ
ら
ひ
ハ
我
等
か
療
治
に
ハ
か
な
ひ
が
た
し
、
か
や
う
の
病
ハ
つ
ゐ
に
医
書
に
も
見
え
申
さ
ず
、
し
か
れ
ど
も
曽
名
を
申
さ
ね
ば
、
い
し
や
の
見
立
を
知
さ
る
に
に
た
り
、
た
ぶ
ん
此
わ
つ
ら
ひ
ハ
、
し
や
く
き
ん
と
い
ふ
煩
也
、
い
か
成
ぎ
ば
へ
ん
じ
や
く
か
か
ゝ
り
た
り
共
、
ぢ
し
か
た
か
る
べ
し
、
め
（
八
オ
）
う
や
く
き
ん
丸
を
も
ら
ひ
て
の
ミ
給
ハ
、
そ
く
じ
に
ぢ
す
べ
し
と
を
し
へ
ら
れ
け
り
、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
一
休
諸
国
物
語
』 
(
十
七)
漸
に
月
日
を
過
せ
し
か
ば
、
今
は
こ
の
世
に
亡
人
と
、
あ
き
ら
め
る
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
彼
丹
次
郎
へ
送
り
し
文
に
、
懷
姙
を
恥
て
身
を
隱
す
趣
き
を
書
、
多
分
世
を
捨
る
文
章
な
り
け
る
ゆ
へ
、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
春
色
辰
巳
園
』 
 
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
副
詞
用
法
の
う
ち
、
不
確
か
な
事
柄
に
つ
い
て
推
測
す
る
も
の
が
現
れ
は
じ
め
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
推
量
の
助
動
詞
「
う
」
か
ら
推
量
の
文
末
表
現
「
だ
ろ
う
」
ま
で
、
推
量
を
表
す
表
現
と
呼
応
す
る
形
が
は
じ
め
て
見
出
さ
れ
る
。
少
数
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
、『
昨
日
は
今
日
の
物
語
』(
1
6
15
-
16
4
4)
に
は
じ
め
て
現
れ
た
。(
十
八)
は
、「
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
推
量
の
助
動
詞
「
う
」
と
呼
応
し
て
い
る
。
ま
た
、(
十
九)
で
は
、『
山
崎
與
次
兵
衛
壽
の
門
松
』(
1
7
1
8)
に
推
量
形
の
丁
寧
体
の
文
末
表
現
「
ま
し
ょ
う
」
と
呼
応
す
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。 
そ
し
て
、
現
代
日
本
語
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
形
と
し
て
、(
二
十)
の
よ
う
に
「
多
分
」
と
文
末
表
現
「
だ
ろ
う
」
が
呼
応
す
る
も
の
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
意
味
面
に
お
い
て
も
不
確
か
な
こ
と
に
つ
い
て
推
量
す
る
表
現
で
あ
る
。「
お
く
ら
だ
ろ
う
」
だ
け
で
推
量
の
意
が
内
包
さ
れ
て
い
る
が
、
副
詞
「
多
分
」
と
と
も
に
用
い
た
こ
と
か
ら
推
量
の
意
が
よ
り
強
く
な
る
。 
 
(
十
八)
ゐ
中
よ
り
初
て
上
り
た
る
人
、
先
せ
い
く
わ
ん
寺
へ
参
り
、
御
前
な
る
か
く
を
見
て
、
さ
て
＋
見
事
な
し
ゆ
せ
き
や
、
か
ひ
た
り
せ
い
の
字
、
願
の
字
の
筆
せ
い
は
、
た
ふ
ん
、
す
か
う
か
石
す
り
て
あ
ら
ふ
と
ほ
め
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
昨
日
は
今
日
の
物
語
』 
(
十
九)
欲
を
さ
へ
離
る
れ
ば
つ
い
埒
の
明
く
こ
と
。
口
惜
し
い
此
の
治
部
右 
衞
門
浪
人
の
身
で
な
く
ば
と
。
く
い
い
う
て
恨
言
。
多
分
今
日
も
見
え
ま
せ
う
父
さ
ま
の
袖
引
い
て
。
恥
し
め
て
い
は
せ
た
ら
な
ん
ぼ
吝 
い
親
仁
さ
ま
も
得
心
な
う
て
な
ん
と
せ
う
。 
 
 
 
『
山
崎
與
次
兵
衛
壽
の
門
松
』 
(
二
十)
そ
の
う
作
者
が
河
竹
と
き
て
ゐ
る
か
ら
、
鬼
に
鉄
棒
た
」「
そ
こ
で
又
ゑ
ん
ま
と
鬼
の
浄
る
り
を
出
し
た
の
だ
ら
う
。
し
か
し
あ
り
や
ア
多
分
お
く
ら
だ
ら
う
よ
。
ア
ノ
一
休
さ
ま
が
、
聞
し
よ
り
見
て
お
そ
ろ
し
き
地
ご
く
か
な
、
ト
い
ふ
と
、
音
羽
屋
が
な
ん
と
か
い
つ
た
ツ
け
な
ア
」「
い
き
来
る
人
も
お
ち
ざ
ら
め
や
ハ
サ
」 
 
 
 
『
梅
屋
集
』 
 
近
世
に
入
っ
て
か
ら
、
形
態
的
な
面
に
お
い
て
、
助
詞
「
の
」「
に
」
が
つ
い
て
名
詞
や
形
容
動
詞
と
し
て
は
っ
き
り
し
た
用
法
が
現
れ
る
。
副
詞
用
法
で
は
、
前
代
か
ら
の
可
能
性
の
強
い
こ
と
を
判
断
す
る
も
の
が
あ
る
一
方
、
不
確
か
な
こ
と
を
推
量
す
る
意
が
新
た
に
現
れ
る
。
さ
ら
に
、
現
代
日
本
語
に
近
い
形
と
し
て
「
多
分
」
と
推
量
の
文
末
表
現
が
結
び
つ
い
て
、
そ
の
呼
応
関
係
に
よ
っ
て
「
多
分
」
自
体
が
も
つ
推
量
の
意
味
が
強
く
な
る
よ
う
に
な
る
。 
 
三-
三 
近
代
資
料
に
お
け
る
「
多
分
」
―
陳
述
副
詞
の
定
着 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
近
代
以
降
に
み
ら
れ
る
「
多
分
」
の
用
例
を
調
べ
る
た
め
、「C
D
-
R
O
M
版 
太
陽
コ
ー
パ
ス 
雑
誌
『
太
陽
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」(
2
0
0
4
)
を
用
い
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。 
（〈
表3
〉
は
「
多
分
」
の
用
法
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
年
度
別
に
そ
の
用
例
数
を
示
し
た
。
用
法
面
に
お
い
て
、
三
つ
に
わ
け
た
が
、
そ
の
う
ち
副
詞
用
法
のⅠ
は
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
、Ⅱ
は
推
量
を
表
し
、
陳
述
性
が
見
ら
れ
る
も
の
を
表
す
。） 
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(
十
八)
ゐ
中
よ
り
初
て
上
り
た
る
人
、
先
せ
い
く
わ
ん
寺
へ
参
り
、
御
前
な
る
か
く
を
見
て
、
さ
て
＋
見
事
な
し
ゆ
せ
き
や
、
か
ひ
た
り
せ
い
の
字
、
願
の
字
の
筆
せ
い
は
、
た
ふ
ん
、
す
か
う
か
石
す
り
て
あ
ら
ふ
と
ほ
め
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『
昨
日
は
今
日
の
物
語
』 
(
十
九)
欲
を
さ
へ
離
る
れ
ば
つ
い
埒
の
明
く
こ
と
。
口
惜
し
い
此
の
治
部
右 
衞
門
浪
人
の
身
で
な
く
ば
と
。
く
い
い
う
て
恨
言
。
多
分
今
日
も
見
え
ま
せ
う
父
さ
ま
の
袖
引
い
て
。
恥
し
め
て
い
は
せ
た
ら
な
ん
ぼ
吝 
い
親
仁
さ
ま
も
得
心
な
う
て
な
ん
と
せ
う
。 
 
 
 
『
山
崎
與
次
兵
衛
壽
の
門
松
』 
(
二
十)
そ
の
う
作
者
が
河
竹
と
き
て
ゐ
る
か
ら
、
鬼
に
鉄
棒
た
」「
そ
こ
で
又
ゑ
ん
ま
と
鬼
の
浄
る
り
を
出
し
た
の
だ
ら
う
。
し
か
し
あ
り
や
ア
多
分
お
く
ら
だ
ら
う
よ
。
ア
ノ
一
休
さ
ま
が
、
聞
し
よ
り
見
て
お
そ
ろ
し
き
地
ご
く
か
な
、
ト
い
ふ
と
、
音
羽
屋
が
な
ん
と
か
い
つ
た
ツ
け
な
ア
」「
い
き
来
る
人
も
お
ち
ざ
ら
め
や
ハ
サ
」 
 
 
 
『
梅
屋
集
』 
 
近
世
に
入
っ
て
か
ら
、
形
態
的
な
面
に
お
い
て
、
助
詞
「
の
」「
に
」
が
つ
い
て
名
詞
や
形
容
動
詞
と
し
て
は
っ
き
り
し
た
用
法
が
現
れ
る
。
副
詞
用
法
で
は
、
前
代
か
ら
の
可
能
性
の
強
い
こ
と
を
判
断
す
る
も
の
が
あ
る
一
方
、
不
確
か
な
こ
と
を
推
量
す
る
意
が
新
た
に
現
れ
る
。
さ
ら
に
、
現
代
日
本
語
に
近
い
形
と
し
て
「
多
分
」
と
推
量
の
文
末
表
現
が
結
び
つ
い
て
、
そ
の
呼
応
関
係
に
よ
っ
て
「
多
分
」
自
体
が
も
つ
推
量
の
意
味
が
強
く
な
る
よ
う
に
な
る
。 
 
三-
三 
近
代
資
料
に
お
け
る
「
多
分
」
―
陳
述
副
詞
の
定
着 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
近
代
以
降
に
み
ら
れ
る
「
多
分
」
の
用
例
を
調
べ
る
た
め
、「C
D
-
R
O
M
版 
太
陽
コ
ー
パ
ス 
雑
誌
『
太
陽
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」(
2
0
0
4
)
を
用
い
て
用
い
る
こ
と
に
す
る
。 
（〈
表3
〉
は
「
多
分
」
の
用
法
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
年
度
別
に
そ
の
用
例
数
を
示
し
た
。
用
法
面
に
お
い
て
、
三
つ
に
わ
け
た
が
、
そ
の
う
ち
副
詞
用
法
のⅠ
は
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
、Ⅱ
は
推
量
を
表
し
、
陳
述
性
が
見
ら
れ
る
も
の
を
表
す
。） 
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右
の
〈
表
３
〉
を
み
る
と
、
明
治
に
入
っ
て
も
名
詞
や
形
容
動
詞
的
な
用
法
が
続
い
て
使
っ
て
お
り
、
副
詞
用
法
で
も
使
い
方
が
広
が
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
ま
ず
、
近
世
か
ら
現
れ
は
じ
め
た
「
多
分
の
」
の
形
は
明
治
に
入
っ
て
も
依
然
と
し
て
み
ら
れ
る
。(
二
十
一) 
(
二
十
二)
は「
多
分
の
」の
形
で
あ
り
、
(
二
十
一)
は
多
量
の
土
石
を
積
み
重
ね
る
と
い
う
こ
と
、(
二
十
二)
は
大
部
分
の
時
間
の
こ
と
を
表
す
。 
  
(
二
十
一)
多
分
の
土
石
を
積
累
す
れ
ば
大
山
の
形
を
成
し
。 
 
（1
8
95
,
文
語
） 
(
二
十
二)
さ
れ
ど
普
通
の
兒
童
青
年
は
其
の
修
む
る
所
を
以
て
直
ち
に
實
用
に
供
し
得
べ
き
種
類
の
學
科
に
多
分
の
時
間
を
用
う
る
を
常
と
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（1
90
9,
文
語
） 
 
ま
た
、
こ
の
時
期
に
は
連
体
修
飾
の
「
多
分
の
」
の
形
と
と
も
に
、「
名
詞
＋
の
＋
多
分
」
の
形
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
用
例
数
を
み
て
も
、
連
体
修
飾
の
形
よ
り
多
く
用
い
る
。（
二
十
三
）（
二
十
四
）
は
「
名
詞
＋
の
＋
多
分
」
の
形
で
あ
り
、（
二
十
三
）
は
重
要
工
業
の
生
産
品
の
な
か
の
多
い
部
分
の
こ
と
を
、（
二
十
四
）
は
自
分
の
中
で
多
い
部
分
を
占
め
て
い
る
男
性
的
な
部
分
の
こ
と
を
表
す
。
こ
の
よ
う
な
「
名
詞
＋
の
＋
多
分
」
の
形
は
主
に
集
団
や
物
事
の
中
の
大
部
分
の
こ
と
を
表
す
。 
 
表3 多分＋ノ ノ＋多分 多分＋ニ 
副詞 
Ⅰ Ⅱ 
1895～ 4 10 2 9 20 
1901～ 3 16 1 5 37 
1909～ 3 2 1 3 27 
1917～ 0 3 1 1 48 
1925～ 1 2 14 2 34 
(
二
十
三)
唯
此
の
場
合
に
於
て
は
重
要
工
業
の
生
産
品
の
多
分
は
内
地
の
消
費
に
充
つ
る
に
止
ま
り 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
（19
17
,
口
語
） 
(
二
十
四)
ま
た
男
性
に
劣
ら
な
い
立
派
な
才
能
と
勇
氣
が
あ
る
事
を
示
す
爲
に
、 
自
分
の
中
に
潜
む
、 
男
性
の
多
分
を
男
性
の
前
に
充
分
に
表
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（1
92
5,
口
語
） 
 
名
詞
用
法
と
と
も
に
、
以
下
の
よ
う
に
「
多
分
に
」
の
形
の
形
容
動
詞
的
な
用
法
も
引
き
続
き
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
「
入
っ
て
い
る
」「
支
配
す
る
」
と
い
う
動
詞
に
係
る
も
の
で
あ
る
。 
 (
二
十
五)
人
も
知
る
如
く
、 
十
九
世
紀
の
後
半
期
以
後
の
文
藝
に
は
社
會
主
義
的
の
思
想
が
多
分
に
入
つ
て
居
る
し
、 
 
  
 
（1
90
9,
口
語
） 
(
二
十
六)
然
る
に
花
で
は
運
が
多
分
に
支
配
す
る
。 
 
 
（1
92
5,
口
語
） 
  
副
詞
用
法
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
あ
る
事
に
対
し
て
推
量
す
る
も
の
が
多
い 
が
、
一
部
の
例
で
は
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
判
断
す
る
も
の
も
あ
る
。 
(
二
十
七)
(
二
十
八)
は
い
ず
れ
も
推
量
の
文
末
表
現
と
呼
応
し
、(
二
十
七)
 
は
「
右
の
圖
は
聖
母
が
幼
な
い
耶
蘇
を
膝
の
上
に
擁
し
て
い
る
美
し
い
絵
」 
と
い
う
根
拠
か
ら
油
絵
で
あ
る
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。(
二
十
八)
は
林
さ 
ん
は
留
守
中
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
表
す
。 
 (
二
十
七)
右
の
圖
は
聖
母
が
幼
な
き
耶
蘇
を
膝
の
上
に
擁
し
て
ゐ
る
美
し
い
繪
で
あ
つ
た
と
云
ふ
か
ら
、
多
分
油
繪
で
あ
つ
た
こ
と
ゝ
思
ふ
。 
(
1
91
7,
口
語) 
(
二
十
八)
多
分
林
さ
ん
は
お
留
守
だ
ら
う
か
ら
、 
た
ゞ
置
い
て
く
れ
ば
い
ゝ
ん
だ
よ
。 
 
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
(1
91
7,
口
語) 
 
こ
の
時
期
に
、
前
節
の
仮
定
表
現
に
続
き
、
不
確
か
な
こ
と
を
推
量
す
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
。
仮
定
表
現
と
と
も
に
用
い
る
こ
と
で
推
量
の
意
味
を
よ
り
は
っ
き
り
発
生
さ
せ
る
。(
二
十
九)
(
三
十)
は
仮
定
表
現
「
～
た
ら
」
「
～
ば
」
の
後
に
く
る
形
で
あ
り
つ
つ
、「
多
分
」
と
文
末
表
現
が
呼
応
し
て
い
る
。 
 (
二
十
九)
兼
さ
ん
を
味
方
に
し
て
親
父
を
説
附
て
貰
ツ
た
ら
多
分
親
父
も
承
知
を
仕
樣
と
思
ふ 
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
(1
89
5,
口
語) 
(
三
十)
不
日
問
題
の
圓
滿
な
る
解
决
を
見
る
べ
し
と
の
報
告
を
領
し
た
れ
ば
、
多
分
近
く
双
方
圓
滿
な
る
落
着
を
見
る
な
ら
ん
と
思
ふ
。 
（1
9
09
,
文
語
） 
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(
二
十
三)
唯
此
の
場
合
に
於
て
は
重
要
工
業
の
生
産
品
の
多
分
は
内
地
の
消
費
に
充
つ
る
に
止
ま
り 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
（19
17
,
口
語
） 
(
二
十
四)
ま
た
男
性
に
劣
ら
な
い
立
派
な
才
能
と
勇
氣
が
あ
る
事
を
示
す
爲
に
、 
自
分
の
中
に
潜
む
、 
男
性
の
多
分
を
男
性
の
前
に
充
分
に
表
現
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（1
92
5,
口
語
） 
 
名
詞
用
法
と
と
も
に
、
以
下
の
よ
う
に
「
多
分
に
」
の
形
の
形
容
動
詞
的
な
用
法
も
引
き
続
き
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
「
入
っ
て
い
る
」「
支
配
す
る
」
と
い
う
動
詞
に
係
る
も
の
で
あ
る
。 
 (
二
十
五)
人
も
知
る
如
く
、 
十
九
世
紀
の
後
半
期
以
後
の
文
藝
に
は
社
會
主
義
的
の
思
想
が
多
分
に
入
つ
て
居
る
し
、 
 
  
 
（1
90
9,
口
語
） 
(
二
十
六)
然
る
に
花
で
は
運
が
多
分
に
支
配
す
る
。 
 
 
（1
92
5,
口
語
） 
  
副
詞
用
法
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
あ
る
事
に
対
し
て
推
量
す
る
も
の
が
多
い 
が
、
一
部
の
例
で
は
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
判
断
す
る
も
の
も
あ
る
。 
(
二
十
七)
(
二
十
八)
は
い
ず
れ
も
推
量
の
文
末
表
現
と
呼
応
し
、(
二
十
七)
 
は
「
右
の
圖
は
聖
母
が
幼
な
い
耶
蘇
を
膝
の
上
に
擁
し
て
い
る
美
し
い
絵
」 
と
い
う
根
拠
か
ら
油
絵
で
あ
る
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。(
二
十
八)
は
林
さ 
ん
は
留
守
中
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
表
す
。 
 (
二
十
七)
右
の
圖
は
聖
母
が
幼
な
き
耶
蘇
を
膝
の
上
に
擁
し
て
ゐ
る
美
し
い
繪
で
あ
つ
た
と
云
ふ
か
ら
、
多
分
油
繪
で
あ
つ
た
こ
と
ゝ
思
ふ
。 
(
1
91
7,
口
語) 
(
二
十
八)
多
分
林
さ
ん
は
お
留
守
だ
ら
う
か
ら
、 
た
ゞ
置
い
て
く
れ
ば
い
ゝ
ん
だ
よ
。 
 
  
  
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
(1
91
7,
口
語) 
 
こ
の
時
期
に
、
前
節
の
仮
定
表
現
に
続
き
、
不
確
か
な
こ
と
を
推
量
す
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
。
仮
定
表
現
と
と
も
に
用
い
る
こ
と
で
推
量
の
意
味
を
よ
り
は
っ
き
り
発
生
さ
せ
る
。(
二
十
九)
(
三
十)
は
仮
定
表
現
「
～
た
ら
」
「
～
ば
」
の
後
に
く
る
形
で
あ
り
つ
つ
、「
多
分
」
と
文
末
表
現
が
呼
応
し
て
い
る
。 
 (
二
十
九)
兼
さ
ん
を
味
方
に
し
て
親
父
を
説
附
て
貰
ツ
た
ら
多
分
親
父
も
承
知
を
仕
樣
と
思
ふ 
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
(1
89
5,
口
語) 
(
三
十)
不
日
問
題
の
圓
滿
な
る
解
决
を
見
る
べ
し
と
の
報
告
を
領
し
た
れ
ば
、
多
分
近
く
双
方
圓
滿
な
る
落
着
を
見
る
な
ら
ん
と
思
ふ
。 
（1
9
09
,
文
語
） 
- 194 -
四
、
様
々
な
文
末
表
現
と
の
呼
応
―
近
代
の
資
料
を
中
心
に 
 
「
多
分
」
の
陳
述
性
は
近
世
に
現
れ
は
じ
め
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
は
呼
応
す
る
文
末
表
現
の
範
囲
が
広
が
っ
て
い
く
。
現
代
日
本
語
で
、「
多
分
」
と
呼
応
す
る
も
の
は
、
ま
ず
、
推
量
の
「
だ
ろ
う
」
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
現
代
ま
で
続
け
て
い
る
「
多
分
」
の
代
表
的
な
呼
応
関
係
を
表
す
。(
三
十
一)
(
三
十
二)
は
い
ず
れ
も
「
外
を
ぶ
ら
つ
い
て
居
る
」「
六
七
十
名
の
差
を
以
て
負
け
る
」
と
い
う
こ
と
を
推
量
し
て
い
る
。 
 (
三
十
一)
…
ワ
ー
シ
ン
の
此
話
で
一
同
ど
ツ
と
笑
ツ
た 
 
如
何
だ
メ
リ
ニ
コ
ウ
フ
は
？
、
多
分
又
外
を
ぶ
ら
つ
い
て
居
る
だ
ら
う
な
、
と
誰
か
ゞ
言
た 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 (
19
01
,
口
語) 
(
三
十
二)
今
度
は
多
分
六
七
十
名
の
差
を
以
て
負
け
る
だ
ら
う
。 
(
1
90
9,
口
語) 
 
し
か
し
、
今
回
の
調
査
か
ら
推
量
の
「
だ
ろ
う
」
の
他
に
も
、
様
々
な
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
下
、
そ
の
例
を
記
す
こ
と
に
す
る
。 
ま
ず
、(
三
十
三)(
三
十
四)
は
そ
れ
ぞ
れ
「
か
も
し
れ
な
い
」「
に
ち
が
い
な
い
」
と
い
う
文
末
表
現
と
呼
応
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
文
末
表
現
は
あ
る
条
件
を
設
定
し
、
そ
の
条
件
の
下
で
、
事
態
成
立
へ
の
判
断
が
成
り
立
つ
特
徴
を
も
つ
３
。
た
だ
、
杉
村
（2
0
0
9
）
は
「
多
分
」
と
「
に
ち
が
い
な
い
」
は
共
起
し
に
く
い
関
係
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
話
し
手
の
確
信
度
が
高
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。 
 (
三
十
三)
而
し
て
心
中
窃
に
想
像
す
ら
く
、
あ
ゝ
、
多
分
予
は
今
夜
は
殺
さ
れ
る
歟
も
知
れ
ん
ぞ
、   
  
  
  
  
 
  
  
  
  
  
(1
90
1,
口
語) 
(
三
十
四)
本
田
が
死
ぬ
晩
に
私
が
み
た
夢
は
、
多
分
右
の
こ
と
ゝ
關
連
し
た
も
の
に
違
ひ
な
い
。 
 
  
  
  
  
  
 
  
  
  
  
 
 
(1
91
7,
口
語) 
 
次
の(
三
十
五)
は
文
末
表
現
「
ら
し
い
」
と
呼
応
し
て
い
る
。
小
林(
1
9
8
0
)
に
よ
る
と
、「
ら
し
い
」
は
あ
る
場
面
か
ら
認
め
ら
れ
る
具
体
的
な
証
拠
を
根
拠
に
し
て
状
況
を
推
量
す
る
表
現
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、(
三
十
五)
は
あ
る
根
拠
に
基
づ
き
、「
遊
女
屋
に
往
た
」
と
い
う
ふ
う
に
推
測
で
き
る
。
(
三
十
六)
は
「
多
分
」
と
「
そ
う
だ
」
の
呼
応
が
み
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
そ
う
だ
」
は
動
詞
「
あ
る
」
の
連
用
形
に
つ
い
た
形
で
あ
り
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
３
森
山(
20
06
),
p.
13
6 
目
の
前
に
あ
る
紅
玉
を
み
て
直
感
的
に
高
く
み
え
る
と
感
じ
る
こ
と
を
表
す
。 
 
(
三
十
五)
然
し
新
聞
屋
の
お
蓮
子
の
話
で
は
、
昨
夜
熊
や
虎
の
野
郎
、
と
多
分
遊
女
屋
に
往
た
ら
し
か
ツ
た
と
い
ふ
話
、（
省
略
） 
(
1
89
5,
口
語) 
(
三
十
六)
『
本
當
の
こ
と
を
云
ふ
が
い
ゝ
。
俺
も
嘘
は
云
は
な
い
。
多
分
紅
玉
の
方
が
値
打
が
あ
り
さ
う
だ
が
。』『
そ
り
や
、 
さ
う
よ
。』 
(
1
92
5,
口
語) 
 
以
上
の
文
末
表
現
以
外
に
も
「
べ
し
」
や
「
ま
い
」
な
ど
と
の
呼
応
関
係
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
近
代
に
お
い
て
、「
多
分
」
と
呼
応
す
る
文
末
表
現
が
幅
広
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
五
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題 
 
本
稿
で
は
、「
多
分
」
を
取
り
上
げ
、
名
詞
・
形
容
動
詞
の
用
法
か
ら
副
詞
用
法
へ
と
意
味
・
用
法
が
拡
張
し
、
さ
ら
に
陳
述
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
史
的
変
遷
を
考
察
し
た
。 
 
今
回
の
調
査
を
ま
と
め
る
と
、
中
世
か
ら
名
詞
・
形
容
動
詞
の
用
法
、
副
詞
の
用
法
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
形
態
面
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
に
入
る
と
そ
の
形
が
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
副
詞
の
用
法
で
は
、
中
世
に
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
判
断
す
る
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
世
に
な
る
と
不
確
か
な
こ
と
を
推
量
し
つ
つ
、
推
量
の
文
末
表
現
と
結
び
つ
く
形
が
現
れ
は
じ
め
た
。
近
代
に
な
る
と
現
代
日
本
語
に
近
い
形
態
や
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
り
、
定
着
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。 
 
ま
た
、「
多
分
」
の
呼
応
関
係
の
推
移
を
み
る
と
、
近
世
に
入
っ
て
推
量
の
助
動
詞
「
う
」
や
「
だ
ろ
う
」
な
ど
と
の
呼
応
が
少
し
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
に
な
る
と
「
だ
ろ
う
」
と
の
呼
応
を
中
心
と
し
て
他
の
文
末
形
式
も
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
今
後
は
調
査
資
料
の
範
囲
を
広
げ
、
そ
の
変
遷
を
よ
り
詳
し
く
分
析
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、「
多
分
」
と
と
も
に
推
量
形
の
文
末
表
現
と
呼
応
す
る
副
詞
を
取
り
上
げ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
変
化
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。 
 
【
参
考
文
献
】 
糸
川 
優(
1
9
8
9)
「
陳
述
副
詞
の
本
質
」『
青
山
語
文
』1
9
,
 
青
山
学
院,
 
p
p
.
10
2-
10
9 
- 195 - - 194 -
目
の
前
に
あ
る
紅
玉
を
み
て
直
感
的
に
高
く
み
え
る
と
感
じ
る
こ
と
を
表
す
。 
 
(
三
十
五)
然
し
新
聞
屋
の
お
蓮
子
の
話
で
は
、
昨
夜
熊
や
虎
の
野
郎
、
と
多
分
遊
女
屋
に
往
た
ら
し
か
ツ
た
と
い
ふ
話
、（
省
略
） 
(
1
89
5,
口
語) 
(
三
十
六)
『
本
當
の
こ
と
を
云
ふ
が
い
ゝ
。
俺
も
嘘
は
云
は
な
い
。
多
分
紅
玉
の
方
が
値
打
が
あ
り
さ
う
だ
が
。』『
そ
り
や
、 
さ
う
よ
。』 
(
1
92
5,
口
語) 
 
以
上
の
文
末
表
現
以
外
に
も
「
べ
し
」
や
「
ま
い
」
な
ど
と
の
呼
応
関
係
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
近
代
に
お
い
て
、「
多
分
」
と
呼
応
す
る
文
末
表
現
が
幅
広
く
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。 
 
五
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題 
 
本
稿
で
は
、「
多
分
」
を
取
り
上
げ
、
名
詞
・
形
容
動
詞
の
用
法
か
ら
副
詞
用
法
へ
と
意
味
・
用
法
が
拡
張
し
、
さ
ら
に
陳
述
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
史
的
変
遷
を
考
察
し
た
。 
 
今
回
の
調
査
を
ま
と
め
る
と
、
中
世
か
ら
名
詞
・
形
容
動
詞
の
用
法
、
副
詞
の
用
法
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
形
態
面
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
に
入
る
と
そ
の
形
が
は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
副
詞
の
用
法
で
は
、
中
世
に
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
判
断
す
る
例
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
世
に
な
る
と
不
確
か
な
こ
と
を
推
量
し
つ
つ
、
推
量
の
文
末
表
現
と
結
び
つ
く
形
が
現
れ
は
じ
め
た
。
近
代
に
な
る
と
現
代
日
本
語
に
近
い
形
態
や
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
り
、
定
着
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。 
 
ま
た
、「
多
分
」
の
呼
応
関
係
の
推
移
を
み
る
と
、
近
世
に
入
っ
て
推
量
の
助
動
詞
「
う
」
や
「
だ
ろ
う
」
な
ど
と
の
呼
応
が
少
し
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
代
に
な
る
と
「
だ
ろ
う
」
と
の
呼
応
を
中
心
と
し
て
他
の
文
末
形
式
も
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 
今
後
は
調
査
資
料
の
範
囲
を
広
げ
、
そ
の
変
遷
を
よ
り
詳
し
く
分
析
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、「
多
分
」
と
と
も
に
推
量
形
の
文
末
表
現
と
呼
応
す
る
副
詞
を
取
り
上
げ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
変
化
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。 
 
【
参
考
文
献
】 
糸
川 
優(
1
9
8
9)
「
陳
述
副
詞
の
本
質
」『
青
山
語
文
』1
9
,
 
青
山
学
院,
 
p
p
.
10
2-
10
9 
- 196 -
工
藤
浩(
2
00
0)
「
副
詞
と
文
の
陳
述
的
な
タ
イ
プ
」『
日
本
語
の
文
法
３ 
モ
ダ
リ
テ
ィ
』,
岩
波
書
店,
pp
.1
61
-2
3
4 
小
池 
康(
1
9
97
）「
副
詞
の
共
起
変
化
の
一
考
察-
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
共
起
す
る
副
詞
を
中
心
に-
」『
筑
波
応
用
言
語
学
研
究
』4,
 
筑
波
大
学,
 
p
p
.6
9-
81 
―
―
― 
(
20
02
)
「
現
代
日
本
語
に
お
け
る
モ
ダ
リ
テ
ィ
副
詞
マ
サ
カ
の
意
味
と
用
法
の
変
遷
『
文
芸
言
語
研
究 
言
語
編
』(
4
2
)
 
,
文
芸
言
語
研
究 
筑
波
大
学,
 
pp
.
1
3-
36 
小
林
幸
江(
1
98
0)
「
推
量
の
表
現
お
よ
び
そ
れ
と
呼
応
す
る
副
詞
に
つ
い
て
」
『
日
本
語
学
校
論
集
』,
東
京
外
国
語
大
学,
 
pp
.3
-2
2 
杉
村 
泰(
2
0
0
9)
『
現
代
日
本
語
に
お
け
る
蓋
然
性
を
表
す
モ
ダ
リ
テ
ィ
副
詞
の
研
究
』,
ひ
つ
じ
書
房 
鈴
木
一
彦
（1
9
5
9
）「
副
詞
の
整
理
」『
国
語
と
国
文
学
』4
2
9
,
 
東
京
大
学,
p
p
.5
9-
70 
森
山
卓
郎(
2
00
6)
『
日
本
語
の
文
法
３ 
モ
ダ
リ
テ
ィ
』,
岩
波
書
店 
 
【
辞
典
類
】 
『
現
代
副
詞
用
法
事
典
』,
東
京
党
出
版,
 
19
94 
『
教
師
と
学
習
者
の
た
め
の
日
本
語
文
型
辞
典
』,
く
ろ
し
お,
 1
99
8 
『
日
本
国
語
大
辞
典 
第
二
版
』,
小
学
館,
 
20
00
 
 
【
用
例
出
典
】 
＊
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
類 
「C
D
-R
OM
版 
太
陽
コ
ー
パ
ス 
雑
誌
『
太
陽
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」 
「
朝
日
新
聞
」
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 
「
日
本
古
典
文
学
大
系
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
国
立
国
語
研
究
所 
＊
テ
キ
ス
ト
類 
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店 
『
新
編 
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館 
  
(
い
・
じ
う
ん 
大
学
院
後
期
課
程
在
学
生
） 
「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
に
つ
い
て 
―
明
治
期
の
文
学
作
品
を
中
心
に
― 
 
 
高
澤 
信
子 
 
１
．
は
じ
め
に 
こ
れ
ま
で
の
「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
の
研
究
は
、
特
定
の
時
代
の
敬
語
の
中
で
、
こ
れ
を
「
女
性
語
」
と
位
置
づ
け
て
用
例
分
析
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。（
辻
村1968
、
真
下1969
、
田
中1983
） 
し
か
し
、「
女
性
語
」
で
あ
る
と
断
定
す
る
た
め
に
は
、（
1
）
女
性
に
よ
る
使
用
が
極
め
て
多
い
こ
と
、
お
よ
び
（
2
）
男
性
に
よ
る
同
様
の
使
用
が
極
め
て
少
な
い
か
皆
無
で
あ
る
こ
と
、
の
2
点
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
実
際
に
世
の
中
の
ど
の
く
ら
い
の
女
性
が
「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
た
か
を
示
す
資
料
が
少
な
く
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
か
っ
た
。 
そ
こ
で
、
高
澤
（2007
）
で
は
、
も
と
も
と
高
い
敬
意
を
持
ち
、
社
会
の
上
層
部
の
人
々
の
間
で
使
わ
れ
て
い
た
「
あ
そ
ば
す
」
と
、
そ
の
補
助
動
詞
形
式
の
「
お
（
ご
）
～
あ
そ
ば
す
」
が
、
比
較
的
社
会
的
に
下
層
の
人
々
、
そ
れ
も
女
性
を
中
心
に
使
わ
れ
て
、
ち
ょ
っ
と
気
取
っ
た
「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
あ
り
さ
ま
を
、
明
治
期
に
創
刊
さ
れ
た
４
種
の
婦
人
雑
誌
を
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
３
つ
の
時
代
を
通
し
て
調
査
し
、「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」の
具
体
的
な
使
用
例
や
使
用
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
採
取
し
な
が
ら
分
析
し
た
。 
ま
た
、「
高
貴
な
－
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
が
現
代
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
、「
庶
民
の
－
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
が
現
代
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
を
女
性
語
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。 
本
稿
で
は
、『
明
治
の
文
豪
』
の
作
品
５７
点
を
調
査
し
、「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
が
ど
の
よ
う
な
型
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
表
現
で
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。 
 
 
２
．
先
行
研
究 
尊
敬
語
と
し
て
の
「
あ
そ
ば
す
」
は
、
古
く
『
古
事
記
』、『
万
葉
集
』、『
源
氏
物
語
』
な
ど
に
す
で
に
用
法
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
と
い
う
女
性
的
な
表
現
と
し
て
現
れ
て
く
る
の
は
、
江
戸
時
代
で
あ
る
。
式
亭
三
馬
の
『
浮
世
風
呂
』（1809
、
文
化
6
年
）
で
は
、
比
較
的
社
会
階
層
の
低
い
女
性
た
ち
が
「
あ
そ
ば
す
」
や
「
お
～
あ
そ
ば
す
」
を
使
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
江
戸
期
に
入
っ
て
は
、
辻
村
（1968
）、
田
中
（1983
）、
杉
本
（1985
）
で
は
、
当
時
の
「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
は
ど
の
よ
う
な
人
々
が
使
い
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
論
及
し
て
い
る
。
下
っ
て
、
明
治
・
大
正
期
の
敬
語
研
究
の
中
で
は
、
辻
村
（1968
）、
森
田
（1974
）
な
ど
が
、
谷
崎
潤
一
郎
、
宮
本
伸
子
、
佐
藤
春
夫
な
ど
の
小
説
を
資
料
と
し
て
、「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
が
「
女
性
語
」
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。 
ま
た
、
森
田
（1974
）
は
、「
あ
そ
ば
せ
こ
と
ば
」
が
明
治
・
大
正
か
ら
昭
和
に
時
代
が
移
っ
て
い
く
あ
た
り
で
、
次
第
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
衰
退
し
て
い
く
様
子
を
述
べ
て
い
る
。 
明
治
大
正
時
代
の
（
谷
崎
）
潤
一
郎
の
作
品
で
は
歴
史
物
に
の
み
使
わ
れ
、
現
代
物
に
は
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、（
佐
藤
）
春
夫
で
は
皆
無
と
い
う
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
一
般
人
の
日
常
語
と
し
て
は
（「
お
～
あ
そ
ば
す
」
は
）
す
で
に
す
た
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
